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本
論
文
は
、
日
本
に
お
け
る
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
流
行
期
に
あ
た
る
明
治
後
期

か
ら
大
正
期
に
お
け
る
ワ
イ
ル
ド
の
受
容
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
当

時
の
日
本
に
お
い
て
ワ
イ
ル
ド
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
認
知
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
ワ
イ
ル
ド
の
作
品
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
描
い
た
も
の

と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
ワ
イ
ル
ド
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
作
家
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

な
モ
チ
ー
フ
を
扱
う
こ
と
が
「
芸
術
」
的
で
あ
る
と
い
う
発
想
を
持
ち
え
た
こ
と
に

な
る
。
本
稿
で
は
ワ
イ
ル
ド
の
強
い
影
響
下
に
作
家
活
動
を
開
始
し
た
谷
崎
潤
一

郎
を
例
に
と
っ
て
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
モ
チ
ー
フ
を
扱
う
多
く
の
小
説
の
存
在

を
指
摘
し
、
ワ
イ
ル
ド
受
容
と
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

ワ
イ
ル
ド
が
活
躍
し
た
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
男
性
間
の
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
行

為
は
、
一
八
八
五
年
に
改
正
さ
れ
た
刑
法
第
一
一
条
に
よ
っ
て
懲
役
に
処
せ
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ワ
イ
ル
ド
は
多
数
の
男
性
と
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
関
係
を

結
び
、
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ダ
グ
ラ
ス
の
親
族
に
訴
え
ら
れ
、

敗
訴
し
、
投
獄
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
ワ
イ
ル
ド

と
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
結
び
つ
け
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

し
か
し
、
日
本
に
ワ
イ
ル
ド
が
紹
介
さ
れ
始
め
た
当
初
は
、
ワ
イ
ル
ド
と
言
え
ば
、

第
一
に
「
サ
ロ
メ
」の
作
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
一
一
年
に
「獄
中
記
」
が
翻
訳
さ

れ
、
一
九
一
三
年
に
「
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像
」
も
「遊
蕩
児
」
と
し
て
翻
訳
さ
れ

る
な
ど
、
作
品
が
読
ま
れ
、
話
題
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
ワ
イ
ル
ド
受
容
に
つ
い

て
の
先
行
研
究
で
専
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
右
に
述
べ
た
よ
う
な
ワ

イ
ル
ド
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
直
接

的
な
表
現
が
憚
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
で
は
早
い
時
期
に
は
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
曖

昧
に
語
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
佐
々
木
隆
の
「
書
誌
か
ら
見
た
日
本
オ
ス
カ
ー
・ワ

イ
ル
ド
受
容
研
究
」は
、
ワ
イ
ル
ド
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
日
本
で
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
数
少
な
い
研
究
の
一
つ
だ
が
、
佐
々

木
は
、
ワ
イ
ル
ド
が
「同
性
愛
者
」と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
日
本
で

「
変
態
性
欲
」
言
説
が
定
着
し
た
一
九
一
九
年
、
一
九
二
〇
年
頃
以
降
で
あ
り
、
そ

れ
以
前
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
ワ
イ
ル
ド
受
容
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
一
八

年
頃
ま
で
の
ワ
イ
ル
ド
受
容
に
関
す
る
文
献
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
〇
七

年
に
「
サ
ロ
メ
」
を
日
本
に
紹
介
し
た
記
事
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
森
鷗
外
の

記
事
に
既
に
「男
色
」
に
関
す
る
記
述
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
後
も
ワ
イ
ル
ド
の
「男
色
」は
た
び
た
び
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
知
識
が
広
く

共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
記
事
も
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
ワ
イ
ル
ド

本
人
の
「
男
色
」
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
「
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ

イ
の
肖
像
」や
「サ
ロ
メ
」な
ど
ワ
イ
ル
ド
の
作
品
を
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
表
現

し
た
も
の
と
解
釈
す
る
例
も
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
日
本
で
ワ
イ
ル
ド
の
ホ
モ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ
は
日
本
で
「
変
態
性
欲
」
言
説
が
定
着
す
る
前
に
広
く

知
れ
渡
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ワ
イ
ル
ド
と
い
う
作
家
を
受
容
す
る
に
あ
た
っ
て
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
イ
メ
ー

ジ
を
認
知
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ワ
イ
ル
ド
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
作

家
の
小
説
に
お
い
て
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
表
現
す
る
試
み
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
の
検
証
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
次
に
ワ
イ
ル
ド
の
影

響
を
受
け
た
最
も
代
表
的
な
作
家
で
あ
る
谷
崎
潤
一
郎
の
、
特
に
ワ
イ
ル
ド
の
影



響
が
強
か
っ
た
初
期
の
作
品
に
焦
点
を
当
て
て
、
前
述
の
知
見
を
踏
ま
え
て
検
討

を
試
み
た
。 

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
、
谷
崎
作
品
は
「
同
性
愛
」
的
な
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
る

こ
と
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
谷
崎
の
幼
少
期
の
体
験
か
ら
来
る
も
の
だ

と
い
う
も
の
、
も
し
く
は
谷
崎
作
品
の
多
様
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
う
ち
の
一
つ
と

い
う
位
置
づ
け
に
と
ど
め
る
も
の
で
あ
り
、
ワ
イ
ル
ド
の
影
響
で
谷
崎
が
ホ
モ
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
な
モ
チ
ー
フ
を
自
身
の
作
品
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
管
見
の

限
り
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
谷
崎
の
作
品
を
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と
い
う
視
点
か
ら

読
み
直
し
た
と
き
、
男
性
が
男
性
に
魅
力
や
美
を
感
じ
る
作
品
は
多
く
指
摘
で
き

る
。 例

え
ば
、
「
少
年
」
（
『
ス
バ
ル
』
一
九
一
一
年
六
月
）
に
は
、
男
性
で
あ
る
「
私
」
が

美
少
年
・
信
一
に
い
じ
め
ら
れ
、
「い
つ
の
間
に
か
心
も
体
も
全
く
信
一
の
傀
儡
と
な

る
の
を
喜
ぶ
や
う
に
な
」る
場
面
が
あ
る
。 

「
憎
念
」（
『
甍
』
一
九
一
四
年
三
月
）で
は
、
男
性
で
あ
る
「
私
」が
丁
稚
の
安
太
郎

の
鼻
の
穴
の
醜
さ
を
憎
ら
し
く
思
い
続
け
、
最
終
的
に
は
「
私
の
彼
に
対
す
る
感
情

は
、
彼
の
肉
体
か
ら
受
け
る
官
能
的
の
刺
激
に
依
つ
て
支
配
さ
れ
」る
。 

ワ
イ
ル
ド
の
影
響
が
最
も
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
「
饒
太
郎
」
（
『
中

央
公
論
』
一
九
一
四
年
九
月
）
に
は
、
「
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像
」
の
主
人
公
・
ド

リ
ア
ン
・グ
レ
イ
に
対
応
す
る
人
物
で
あ
る
庄
司
、
そ
の
グ
レ
イ
を
悪
の
道
に
導
く
ヘ

ン
リ
ー
卿
と
グ
レ
イ
を
描
く
画
家
バ
ジ
ル
の
役
回
り
を
兼
ね
た
人
物
で
あ
る
饒
太

郎
が
登
場
し
、
饒
太
郎
が
「
美
貌
」
の
青
年
で
あ
る
庄
司
の
足
が
見
た
い
と
思
い
足

袋
を
脱
が
せ
、
「心
を
惹
き
つ
け
」
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
。 

ま
た
、
「少
年
の
脅
迫
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
『
大
阪
朝
日
新
聞
』一
九
一
八
年
二

月
九
日
～
一
九
日
）
も
ワ
イ
ル
ド
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

も
美
少
年
が
登
場
し
、
「私
」が
こ
の
少
年
の
こ
と
を
「心
底
か
ら
好
き
に
な
」る
。
そ

し
て
、
こ
の
美
少
年
を
含
む
少
年
た
ち
に
「
私
」
は
「惨
ら
し
い
、
穢
ら
し
い
、
浅
ま
し

い
役
目
を
負
は
せ
ら
れ
」、
そ
の
こ
と
を
「報
酬
」と
表
現
し
て
い
る
。 

「嘆
き
の
門
」（『中
央
公
論
』一
九
一
八
年
九
月
～
一
一
月
）で
は
、
作
家
で
あ
る

「
主
人
」
が
美
少
年
を
養
お
う
と
し
、
美
少
年
も
ま
た
「
主
人
」の
風
呂
上
が
り
の
姿

を
想
像
し
、
「
不
思
議
に
芳
烈
な
誘
惑
の
色
を
帯
び
て
居
る
や
う
に
感
」
じ
る
。
本

作
は
こ
れ
ま
で
ワ
イ
ル
ド
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
作
家
で
あ
る

「
主
人
」
が
美
少
年
を
誘
惑
す
る
と
い
う
構
図
は
ワ
イ
ル
ド
と
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・ダ
グ

ラ
ス
の
関
係
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

他
に
も
、
「
象
」
（
『
新
思
潮
』
一
九
一
〇
年
一
〇
月
）
、
「
刺
青
」
（
『
新
思
潮
』
一
九

一
〇
年
一
一
月
）
、
「
麒
麟
」
（
『
新
思
潮
』
一
九
一
〇
年
一
二
月
）
、
「
幇
間
」
（
『
ス
バ

ル
』
一
九
一
一
年
九
月
）、
「秘
密
」（『中
央
公
論
』一
九
一
一
月
一
一
月
）
、
「飇
風
」

（
『三
田
文
学
』一
九
一
一
年
一
〇
月
）
、
「金
色
の
死
」（
『東
京
朝
日
新
聞
』一
九
一

四
年
一
二
月
四
日
～
一
七
日
）、
「美
男
」（『新
潮
』一
九
一
六
年
九
月
）
、
「人
魚
の

嘆
き
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
一
七
年
一
月
）
、
「
魔
術
師
」
（
『
新
小
説
』
一
九
一
七
年

一
月
）
、
「二
人
の
稚
児
」
（『
中
央
公
論
』一
九
一
八
年
四
月
）
、
「
或
る
漂
泊
者
の
俤
」

（
『
新
小
説
』
一
九
一
九
年
九
月
）
、
「
青
い
花
」
（
『
改
造
』
一
九
二
二
年
三
月
）
、
「
Ａ

と
Ｂ
の
話
」
（
『
改
造
』
一
九
二
一
年
八
月
）
な
ど
、
谷
崎
潤
一
郎
の
数
多
く
の
作
品

に
お
い
て
男
性
が
男
性
に
惹
か
れ
る
構
図
や
男
性
の
美
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
谷
崎
は
ワ
イ
ル
ド
に
関
連
す
る
作
品
で
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
モ

チ
ー
フ
、
あ
る
い
は
男
性
が
男
性
に
魅
力
や
美
を
感
じ
る
モ
チ
ー
フ
を
た
び
た
び
扱



っ
て
き
た
。
谷
崎
が
ワ
イ
ル
ド
に
傾
倒
し
、
特
に
初
期
作
品
や
私
生
活
に
お
い
て
ワ

イ
ル
ド
を
模
倣
し
て
い
た
こ
と
や
ワ
イ
ル
ド
の
「
男
色
」が
書
か
れ
た
文
献
に
ア
ン
ダ

ー
ラ
イ
ン
を
引
い
て
熱
心
に
読
ん
で
い
た
と
い
う
同
時
代
の
証
言
を
踏
ま
え
る
と
、

谷
崎
は
ワ
イ
ル
ド
の
芸
術
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
上
で
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
モ
チ

ー
フ
を
作
品
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
試
み
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

ワ
イ
ル
ド
の
影
響
が
日
本
で
強
か
っ
た
時
代
に
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
モ
チ
ー
フ

を
描
い
た
作
家
は
谷
崎
だ
け
で
は
な
い
。
今
後
は
ワ
イ
ル
ド
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
他
の
作
家
へ
の
影
響
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
進
め
て
行
き
た
い
。 


